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[資料I
「日本における市民社会」をめぐる研究動向 1957・2013
一定期刊行物掲載論文の概観ー
大畑裕嗣l
戦後日本の市民社会論の展開に関Lては，メ
ジャーな思想家(論者)に焦点を当てつつ，だい
たい次のような通説的理解がなされてきた。その
ような理解に従えば，戦後日本の市民社会論は，
大塚久雄，丸山真男らの戦後啓蒙思想に端を発し，
1960-70年代に内田義彦，平田清明らの著作に
よってピークを迎えた後，その後，次第に影響力
を失うことになる。たとえば，杉山光信(2008)は，
1市民社会派」社会科学者」たちの活動のピーク
を， 1964年のマックス・ウェーパー生誕100年記
念シンポジウムに見るが，その後， 1経済成長の
なかで日本社会の姿が急速に変わっていることが
明らかになるにつれ，市民社会への論及も少なく
なっていったJ(杉山 2008:58)としている2。
しかし表1に示したように，1日本/市民社会J
を検索条件として国会図書館の定期刊行物データ
ペースを検索すると「日本(の)市民社会」に関
する論文件数が増えてくるのは， 1990年代後半か
ら2000年代以降であることがわかる3。文末の文
献一覧は，この巾から筆者が「日本の市民社会」
に関する研究動向を理解するうえで特に重要と考
える論文を発表年，昇順に並べたものである40
今後の研究のために一覧のすべての論文の要約と
論評を付すべきであるが，その作業は，筆者の中
期的な研究計画 (1日韓の社会褒動，市民運動，
市民社会論一一比較知識社会学的分析J(仮題)) 
の一部として現在，進行中である。本稿では.文
末の文献にみられる全体的傾向として2点を指摘
し，第2の点に閲する若干の論議を行うにとどめ
る。
人文社会科学の各分野を通属する問題意識として
の「日本の市民社会」と，枠組としての市民社会
論
第1に，文末に挙げた論文は.1日本の市民社会」
という，市民社会論の日本社会分析への適用に関
1 明治大学文学部心理社会学科教員。本稿は， 2014年12月20日に協同組合・社会民主主義研究，市民
社会分科セミナーで韓国語で、行った報告「祖卒唱甚λト詞， λ1 司l岳号，入l~λト司吾J (戦後日本社会，
市民運動，市民社会論)の一部に基づく。元の報告に有益なコメントを下さった食入武(翰林大)， 
金端中(聖公会大)，チョン・テソク(全北大)，キム・セジ、ユン(オーストリア，グラーツ大)，シ
ン・ミョンテク(社民研運営委員)に謝意を表する。
2 このような戦後日本における市民社会論の隆盛，衰退に関する理解は，市民社会論と一定の関係を
有するものと考えられていた住民・市民運動が， 1970年代中盤以降，草新自治体の減少もあいまって，
「退潮期J1冬の時代」を迎えるという住民・市民運動の時期的動向に関する理解(道場 2006)とも
軌をーにしている。
3 1日本の市民社会Jに関する件数の変化と対比するために， 1市民運動」を検索条件として検索した
結果も表の下行に示した。下行については「日本」という条件の限定は与えていない。
4 検索でヒットしない武田良三の先駆的論文(1)を補った。以下，文末の 1日本の市民社会」研究
文献」の論文を示す際には，左記のように一覧の通し番号を記す。
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表1 r日本(の)市民社会」及び「市民運動」に関する論文の件数変化
刊行年 1945-49 50-54 55-59 
日本/市民社会 。 。 。
市民運動 1 3 。
刊行年 80-84 85-89 90-94 
日本/市民社会 3 。 15 
市民運動 69 52 50 
わるものに限定しており，市民社会論一般に関す
る純理論的，あるいは学説史的論文は含んでいな
い。日本社会の分析という社会学的視点からの接
近がもっとも自然と思われる主題に関する業績で
あるにもかかわらず，挙げられている論文の研究
分野は社会学(1. 2. 3. 6. 7. 19 23. 25. 
35. 36)に限らない。経済学(8. 9. 17. 18. 
2. 24. 30).政治学・国際関係論 (1.12. 13. 
20. 21. 28. 3. 37. 39. 42).行政学・政策研
究 (26.34. 46). 経営学 (29).法律学 (15.
16) .哲学・思想史(4. 10. -27. 31. 32).歴史
学(43.44.45).加えてジャーナリズムの視点 (5)
からの接近もなされている。「日本の市民社会」
という問題意識は，個別の学問分野を超えて， 日
本の人文社会科学一般に共有されたものであり，
日本社会分析の枠組として市民社会論は分野横断
的に用いられてきたことがわかる。ひいては「日
本の市民社会」という問題意識，市民社会論とい
う理論枠組は，細分化し，たとつぽ化してしまっ
ている， 日本の人文社会科学各分野聞の結びつき
の回復のために活用しうる知的遺産としての潜在
的価値を有していると言えるかもしれない。
時代による「市民社会Jの内実の変化
第2に. ["日本の市民社会」という問題意識の
分野横断性とともに見てとれるのは，市民社会論
と一口に言つでも，時代によって考えられている
60-64 65・69 70-74 75-79 
l 3 8 23 
2 70 170 60 
95-99 2000-04 05-09 10-13 
39 54 74 62 
97 112 95 82 
典拠:国会図書館定期刊行物データペース 2014年3月検索
論点や「市民社会」の内実は大きく異なっている
ということである。このような「日本の市民社会」
をめぐる論議の時代的な変化については，今後，
より精綴な分析が必要であるが，おそらく，論議
の基調といえるものが.1990年代後半以前とそれ
以後で，つまり，表で示した文献数の急増が見ら
れる時期の前後で蜜化している。より端的に言え
ば.<現在>の主流となっている市民社会論と，
それ以前の市民社会論のあいだには，問題意識，
問題構成における大きな断絶が生じていると思わ
れる。
1990年代後半以前の「日本の市民社会」
この時期の「日本の市民社会」論議に大きく共
有されていた前提は.r日本には(西欧的な意味
での)市民社会がないJ.ないしは存在するにし
ても非常に脆弱だということである。戦前から戦
後に至る日本における「市民社会の不在」が日本
人の生き方に与える影響が問題にされた。
社会学者，武田良三が.1957年と1962年という
比較的近い時期に発表した2つの論文は. ["日本
における市民社会」の問題に関する(典型的なか
たちで矛盾しあう)異なった答えを導いている点
において特に興味深い。武田は.1957年の論文(1)
と1962年の論文 (2)で似たような聞いを提示し
ている。前者において「わが国の市民社会の歴史
は，どこまで辿ったらよいのであろうかJ(1: 
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418) と書き，後者では「わが国に市民社会の時
代ということが設定できるのであろうかJ(2: 
227) と書く。 1957年の論文の答えは「明治維新
以後の自由民権運動のうちに，それ(市民社会)
が次第に形成されてきたとみるのが一応妥当な線
であろうJ(1: 418 括弧内は大畑)である5。こ
れに対し. 1962年の論文 (2)では，一転して，
日本における古代・中世自治都市の発達の欠如，
社会に探く貫徹している「家族主義」の原理，家
や村落共同体といった「小宇宙」への個人の埋没
といった諸点が指摘され，それらの要悶が日本に
おける市民社会の形成を阻害していると主張され
る。武田の2つの論文にみられる，自由民権運動
のような運動論的文脈での日本における市民社会
形成の可能性と， 日本の社会構造， 日本人の日常
生活を統制する社会意識の分析に基づく，日本の
おける市民社会の不在ないしは形成の困難， とい
う対立しあう指摘は，この時期の「日本の市民社
会」に閲する論議を特徴づける。
ただ，この時期に優越した基調となるのは，後
者の指摘のほうである。戦後日本社会は，前近代
と現代が(間にあるべきとされる「近代」が欠如
したうえで)癒着した社会，言いかえれば，ムラ
社会的な秩序意識を残したまま，高度経済成長を
迎えた，市民社会を通過しない大衆杜会とみなき
れる。安永寿延 (4)や問中義久(7)は，いず
れも「日本型市民社会jという用語を用いている
が，かれらが言う「日本型市民社会」とは，この
ような大衆社会化したく市民社会〉を指してい
る。また鈴木幸夫 (5)山田鋭夫 (8)平田清明
(9)は一一1970年代初頭と1990年代初頭という
時期の違いはあるが一一高度成長期，バブル経
済期における「会社人間」の問題をとりあげてい
る。(鈴木 (5)の用語を借りれば)戦後日本の
典型的人間類型としての「株式会社市民」と西欧
的な「市民」の理念のあいだの矛盾が問題とされ
る。この時期の市民社会論は，戦後日本における
「企業社会Jr企業国家」を批判する準拠点として，
西欧的「市民社会」概念に依拠するという論理構
成をとっていたとも言える。
1990年代後半以後の「日本の市民社会」
1990年代後半以前の「日本の市民社会Jに関す
る論議が， 日本における市民社会の不在ないし脆 a
弱性，奇形性を強調していたのに対し.1990年代
後半以降の「日本の市民社会Jに関する論議は，
がらりと主要な論点を変える。論議の前提はr(現
在の)日本にはともかくも市民社会と言えるもの
がある」ということになる O そのうえで論議の対
立軸は，日本に市民社会があるかないかではなく，
r21世紀に向けての」日本の市民社会の可能性を
楽観的に評価する論者と，新自由主義的な闇家(な
いし政府)による市民社会の利用を憂慮し，警鐘
を鳴らす論者の対立に移る。ただ，この時期に「日
本の市民社会」の実体として考えられるのは，
rNPO. NGO.市民活動同体Jなどの市民社会問
体の総和(辻中豊 (11，12))であり，以前の「日
本の市民社会」に関する論議が依拠していた社会
構造論的，社会史的把握とは明らかに異なるo
市民社会に対するこのような把握・接近方法の
変化をもたらした社会的背景としては.1990年代
を通じての開発途上国に対する政府開発援助
5 ただし，武田は，そのように形成された日本の市民社会は，ヨーロッパの市民社会に比べると多く
の条件を満たしていないために，純粋の市民社会とはいいがたく.r市民的社会とでもいうべきもの」
(1: 418)としている。
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(ODA)の増加とそれにともなう国際協力NGOの
活性化があり，また1995年の阪神・淡路大震災へ
の災害ボランテイアの対応を契機として，この年
が「ボランテイア元年」と呼ばれるようになった
ことなどが考えられる。市民社会論的視角から日
本のNGOの国際協力活動を分析した吾郷健二
(13)や， 日本におけ‘る市民社会概念の再検討に
結びつけてボランティアの意味を再考した森一貫
(14)に，そのような社会背景の影響は顕著である。
このような1990年代以後におけるNGO.NPO. 
ボランティアの展開を肯定的にとらえる立場に対
し，大西広 (17)や藤岡惇 (18)は，マルクス主
義の枠組を堅持しつつ.1990年代から21世紀にか
けての日本の市民社会の動態を批判的にとらえよ
うとする%かれらは1990年代前半までの日本の
市民社会論が依拠していた「日本型市民社会」批
判を継承しており，国家に依存してきた日本型市
民社会=企業社会をいかに解体するかという課題
を論じる。ただ大西が日本型市民社会=企業社会
をゆるがす「新自由主義的再編」ゃ「グローパル
化の賛美」を基本的に肯定したうえで，市場経済
のパワーを生かし.1天下り」ゃ「業界政治」を
廃した「システムの市民的変革」を志向するのに
対し，藤岡は， 日本型市民社会=企業社会の解体
の後に「新型福祉国家」の建設を展望しつつ，大
西が言うような国家・官僚制のパワ}のほとんど
を市場経済の中に移すような戦略は「日本の民主
主義にとっての自殺行為J(18: 36)と批判する。
これらと相通じる批判的論議として.1990年代後
半以降， 日本の科学技術論に出現した，科学の社
会志向， リスク，科学コミュニケーションとリテ
ラシーなどを強調する「社会技術」の唱道に.1新
自由主義に取り込まれた新しい市民社会論」の反
映をみる木原英逸 (32)がある。
このように.1990年代後半以後のNGO.NPO. 
ボランテイアといった市民団体，市民活動の実態
自体を肯定的に評価し，それを内実として新たな
「日本の市民社会」論を構築しようとする論者た
ちと，そのような市民社会の賛美に対する新自由
主義的文脈の規定関係を批判的に分析しようとす
る論者たちが併存しあっているが，ここでみたよ
うな諸論稿においては，後者の論議は直接的に前
者の論議を批判したものとはなっていないため，
このふたつの傾向の議論はすれ違っており，かみ
合っていないとも言える。
より典型的には.NPO. NGO.市民活動に対
するあからさまで楽天的な擁護は，大沢真知子
(24)や後藤仁 (26)による次のような断言にみ
いだせる。
90年代は失われた10年といわれる。しかし，
社会が成熟していくなかで，実に多くのプラ
スの変化があった10年とはいえないだろう
か。そして21世紀には，個人が自立して生き，
行政がそれを支援する新しい社会になってい
く。その基盤がいまできつつある。 (24:
128-129)現代の日本社会は，市民の社会で
ある。社会の主人公は，市民である。日本に
おける政治組織体の主権は，市民に存する。
市民は，固と自治体の政府の所有者である。
(26: 149) 
いっぽう，都築勉 (27)は，バブル経済が崩壊
し複合不況が続いた「失われた10年」のあいだに，
6 かれらが論議の叩き台としているのは，基礎経済科学研究所 (1999)である。
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日本の安全保障についての考え方に大きな変化が
生じたことを指摘しつつ，市民社会の明るく希望
的な面だけをみるのではなく，ありのままの姿を
とらえることを主張する。都築によれば， 1失わ
れた10年」は，市民社会の危機管理に対する不安
の念を生み出し，その不安を解消するために「日々
の市民社会の営みを息想的に支える市民の物語」
(27: 91)の希求がなされた。しかし結局，それ
は不充足に終わり， 日本社会の思潮は，安全保障
に関しては冷戦期とあまり変わらない思考へ回帰
してしまったと都築は書く。
筆者自身は， 1990年代後半以後の「日本の市民
社会」の把握に関して，大沢，後藤のような見解
よりも，都築のような見解により共感する。しか
し同時に，市民社会論は (1日々の営み」を「思
想的に支える」とみなされるような)1究極的な
意味の性急な追求」や「大きな物語」の復権の要
求に抗しつつ，市民が日々を生きぬくための装置
でもあるのではないか(19)と付言しておきたい。
さらに， 1990年代後半以降の「日本の市民社会」
をめぐる論議には， (従来，市民社会論との結び
つきにおいて論じられることがあまりなかった)
いくつかの新たな論点の展開がみられる。たとえ
ば，沖縄問題からみた日本の市民社会 (15，16)， 
日本の領土問題(問境)と市民社会7 (42)，歴史
認識(韓国人原爆被害者問題 (44)，日本軍慰安
婦問題 (45)，東京の高校と朝鮮高校の交流 (43)
など)と日本の市民社会の関連性などが挙論され
るようになってきた。加えて， 2011年以後は，東
日本大震災，福島原発事故への対応と日本の市民
社会 (38，39， 40， 46) という， きわめて重い課
題が提示されてくる。これらの多岐に及ぶ論議は，
市民社会に関する抽象的，外来的「理論」の紹介，
導入よりもむしろ，日本社会を生きる人び、との具
体的な実践に基づくという共通の基盤を有Lてい
る。
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主張の芽がみられる。
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